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補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

【成果】
・市内に住所を有する者で、６５歳以上の者及び６０歳から６５歳未満までの者で心臓、腎臓、その他の機能
に日常生活活動が極度に制限を受ける等の障害を有する者のインフルエンザワクチン接種人数・・・12,811
人
　（生活保護世帯及び住市民税非課税世帯・・・4,951人）
　（生活保護世帯及び住市民税非課税世帯以外・・・7,860人）
【評価】
・令和２年度におけるインフルエンザワクチン接種率は約６７．６％（接種人数12,811人／事業対象人数
18,951人（令和２年9月30日現在））となり、前年度（約５６．９％）と比較して約１．２倍となったことは、インフ
ルエンザの発病及び重症化の防止が図られたとともに、接種費用の助成が予防接種の促進に繋がったも
のとし、評価できる。
また、医療機関を対象に実施したアンケートでは、インフルエンザの発病・蔓延の抑制、高齢者や障害を持
つ方の重症化の防止、ワクチン接種への理解促進について、良好な評価が得られた。
【地域住民への周知の実施状況】
・予防接種の実施前において、市広報誌及び対象者へのお知らせにて周知した。

事業の改善措置及び
今後の対応

今後も、高齢者等のワクチン接種への理解促進及びワクチン接種率の向上に努めるとともに、高齢者等の
インフルエンザの発病及び重症化の防止に寄与することを目的とし、接種費用の助成を継続実施する。

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有
無

無

補 助 事 業 の 始 期
及 び 終 期

令和２年１０月５日から令和３年１月３１日まで

事 業 費 及 び
交 付 金 額

事業費

交付金額

実 施 場 所 青森県むつ市内

補 助 事 業 の
成 果 の 目 標

インフルエンザに感染した際、重症化しやすい高齢者や心臓、腎臓又は呼吸器に一定の障害を持つ方等
に、予防接種を促進することにより、インフルエンザの発病及び重症化の防止に寄与することを目的とす
る。

補 助 事 業 の 内 容

市内に住所を有する者で、６５歳以上の者及び６０歳から６５歳未満までの者で心臓、腎臓、その他の機能
に日常生活活動が極度に制限を受ける等の障害を有する者に対する接種費用の助成。
なお、上記に該当する者のうち、生活保護世帯及び市民税非課税世帯に対しては接種費用5,201円のうち
4,401円を、それ以外に対しては接種費用5,201円のうち3,401円を助成。

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名 大湊港に所在する防衛施設関連特定事業（医療に関する事業：むつ市インフルエンザワクチン接種費用助成事業）

補 助 事 業 者 名 むつ市長　　宮　下　　宗一郎


